
■一次審査結果の審議過程について 

■審議経過について 

提案図書は、新たな整理番号を伏して、設計者が特定されない状態で審査が始められた。 

１．第１回目 １６３件について審議 

  各委員（７名）が１０から１５点ほど自由に選定

（ポストイット貼） 

 その結果、（点数表） 

    ５票 １件 

    ４票 １件 

    ３票 ９件 

    ２票 １０件 

    １票 ３５件 

    計 ５６件 を選定 

 

２．第２回目 ５６件について審議 

  各委員が選定した５６件のうち、１票しか入らなかったものについて、各委員の意見

を聞きながら審議、意見交換等を行う。 

 （提案内容、全体のバランス、現実性等を考慮し、１票のものについて審議） 

   １票の３５件を委員全員で審査し、１４件に絞り込みを行った。そして、この１４

件と５票から２票までの２１件とあわせ３５件に絞り込んだ。 

  その結果 

  No．１０、１４，１６，２１，２３，２４，３４，

４１，４２，４５，５２，５３，５７，６２，６３，

７４，７７，７９，８１，９３，９７，１０１， 

１０８，１１３，１２２，１２４，１２７、１３２，

１３３，１３６，１４０，１４７、１５０，１５１，

１５４   

計３５件を選定。 

 

３． 第３回目 ３５件について審議 

３５件について、各委員が各５・４・３・２・１点

（５枚）のポイントを持って再度審査を行う。 

  その結果、 

  No．１０，１６，２１，２３，３４，４２，５２， 

５３，５７，７７，９３，９７，１０１，１１３， 

１２２，１２４，１２７，１３６，１４７，１５０ 

  の計２０件を選定。 

 



４．第４回目 ２０件について審議 

２０件のうち、点数が１点、２点、３点のものについて、現実性等様々な点を踏まえ

審議し、１４件に絞り込む。 

  その結果、 

  No．１０，２１，２３，３４，４２，５７，７７，９３，９７，１０１，１１３， 

    １２２，１２４，１５０ 

  の計１４件を選定。 

 

５．第５回目 １４件について審議（壇上に配置し、１件づつ審査）  

１４件のうち、実現性等を踏まえて全委員が審議し、

７件を選定する。 

その結果、 

No．３４，４２，７７，９３，１１３，１２４，１５０を選定。 

（この時点で委員長により設計者氏名を公表する。） 

 

下記のポイント等を踏まえ、二次審査へ進む入選者が選定された。 

 

・ 地形とのバランス 

・ 平面、配置の考え方 

・ 機能に対する配慮 

・ 構造に対する考え方 

・ 素材の使い方 

・ 実現の可能性 

・ 地域性に対する配慮 

・ 図面とレポートから受け取れる意欲 

 

６．佳作者の選定 

佳作者については、第２回目の３５件（入選者７件以外）を対象に、将来性、独創性、

先進性等を中心に再度審議し、１４件を選定した。 

   その結果、 

   No．１０，１６，２１，５３，５７，７４，９７，１０１，１２２，１２７， 



１３２，１３３，１４７，１５４の１４件を選定 

 

７．二次審査について 

二次審査の実施方針について、委員全員で協議を行った。 


